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事業者からの意見内容

2019年9月に定められた審査基準を踏まえ、現在事業者が検討している不確かさの扱
い方を説明する。
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2１．（１）CL測定における不確かさの扱い方法：ケース1

ケース１
対象機器：BWRタービン設備
材質：金属（炭素鋼，ステンレス鋼および合金鋼）
汚染形態：二次的な汚染
評価対象核種：Co-60
測定装置：専用のトレイ型放射線測定装置

次頁にBWRタービン設備の放射性物質の選定における不確かさ，放
射能濃度の決定方法及び測定条件の不確かさの扱いを示す。



3１．（１）CL測定における不確かさの扱い方法：ケース1

審査基準 評価方法 不確かさの扱い

評価に用い
る放射性物
質の選定

放射能濃
度の決定
方法

炉内機器情報等

核種放射能量

炉水放射能量

放射性物質の選定
（Co-60の選定）

元素情報等のインプット

対象物の付着量

計算による評価

分析結果に不確かさ
が存在

未検出元素への検出
下限値の設定，低Co

材の設定等＊

計算による評価

計算による評価

計算による評価

不確かさの存在箇所 不確かさへの対応

放射線測定法の
採用

全γ線計数率，放射能
濃度換算係数，測定
重量等に不確かさが
存在

不確かさの存在箇所

測定法の処理フロー
から不確かさの要因
の抽出

不確かさへの対応

合成標準不確かさ＊

拡張不確かさ＊

＊：測定における不確かさの表現のガイド（日本規格協会）
に基づく不確かさの評価

＊：濃度不明の元素は1000ppmに設定，低Co含
有量の材質等の設定により幅広く放射性物
質を選定



4１．（２）CL測定における不確かさの扱い方法：ケース２

ケース２
対象機器：PWR燃料取替用水タンク
材質：金属（ステンレス鋼）
汚染形態：二次的な汚染
評価対象核種：Co-60
測定装置：専用のトレイ型放射線測定装置

次頁にPWR燃料取替用水タンクの放射性物質の選定における不確か
さ，放射能濃度の決定方法及び測定条件の不確かさの扱いを示す。



5１．（２）CL測定における不確かさの扱い方法：ケース２

審査基準 評価方法 不確かさの扱い

評価に用い
る放射性物
質の選定

放射能濃
度の決定
方法

炉内機器情報等

核種放射能量

炉水放射能量

放射性物質の選定
（Co-60の選定）

元素情報等のインプット

対象物の付着量

計算による評価

FP/CP組成比率※１、
粒子状成分割合※２は
、実機分析データを
使用しており不確かさ
が存在

実機分析データの不
確かさを考慮しても放
射性物質の選定に影
響がないことを確認
等(検証）

計算による評価

不確かさの要因 不確かさへの対応

放射線測定法の
採用

測定高さ、測定重量
等に不確かさが存在

不確かさの存在箇所

測定法の処理フロー
から不確かさの要因
の抽出

不確かさへの対応

合成標準不確かさ＊

拡張不確かさを設定＊

＊：測定における不確かさの表現のガイド（日本規格協会）
に基づく不確かさの評価

計算による評価

計算による評価

全γ線計数率に不確
かさが存在

不確かさ（３σ）を設定
×

※１：実機分析データのＣｓ137/Co60比にて設定
※２：実機分析データ等より設定
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 クリアランスの不確かさの考慮の方法は、クリアランスの対象物や放射線測定装置の仕
様等により異なることから、より具体的な不確かさの考慮の方法については、個別の審
査において判断されるものと考えております。

 クリアランス制度は、廃止措置を円滑に進めて行くために、遅滞なく合理的・効率的に
運用していくためには以下のような対応が必要であり、事業者としても、必要な検討を
行ってまいりたいと考えます。

 不確かさの中には、CL判定に影響しないものも想定されることから、考慮しなくてもよい
不確かさを明確にしておく必要がある。（審査基準の解説書・ガイドの策定や民間規
格のエンドース）

 今回は不確かさの考慮に関する基本的な事項の説明にとどまっているが、個別のCL対
象物のプラント履歴等の特性を踏まえ、不確かさの取扱いを明確にしておく必要がある
ものが出てくれば、あらためて議論の場を設けていただきたい。

２．今後の検討事項


